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茎のそれと近く（図 -2），雑草と作物の間の線引きが難しい
ことを感じた。

西アフリカのガーナ共和国ではほぼ全国で栽培され，次のよう
に使われるという（Abbiw 　「Useful Plants of Ghana」　1990）。
  　「Cyperus esculentus  Tiger nut, Rush nut, Earth Almond (Atadwe) 

is・・（中略） ・・ The nuts are usually chewed raw as a side dish 

or used to prepare a thick dessert, atadwe-milk (finely ground 

fresh nuts, strained and boiled with wheat flour and sugar). The 

nuts are said to cure constipation when chewed and swallowed 

whole. Tiger Nuts are widely acclaimed as an aphrodisiac alone 

or with other ingredients.」

「媚薬として広く歓迎される」とのことで，2009 年の秋
に同国北部のタマレ市の市場で山積みされていたショクヨウ
ガヤツリ塊茎の用途もそれであったのかもしれない（図 -3）。

近頃，しゃれた小袋に入ったショクヨウガヤツリの塊茎
（タイガーナッツ）を食料品店で見かけるようになった（図
-4）。Web で検索すると，「栄養素の宝庫・アーモンドの 3
倍以上の食物繊維，2.5 倍以上ものビタミン E・食物繊維が
老廃物を排出・女性にも嬉しいスーパーフード」などの効能
が並ぶ。繁茂した雑草ショクヨウガヤツリの塊茎を利用して，
輸入品に頼らずに済むようにはならないものであろうか。

オオクログワイは，日本の南部にも自生し，中国南部や東南
アジアなどで水田や水路での雑草である，イヌクログワイ（シ
ログワイ：E. dulcis）から栽培化された作物で，直径 5cm ほどに
もなる扁球形の塊茎を食用にする。種小名の dulcis は「うまい，

美味な」を意味する。イヌクログワイの分布域とほぼ重なる地
域で栽培される。塊茎については，「少し高級な中華料理店の
八宝菜などで，サクサクとナシのような食感のある薄片」とい
うと大概の方に納得していただける。

昭和のはじめ，1930 年代には東京や横浜ではオオクログ
ワイの塊茎が販売されていたようで，牧野富太郎先生は雑誌

「實際園藝　16 巻」に「くろぐわゐトおほくろぐわゐ」のテー
マで，「オオクログワイは日本のクログワイと異なり，その変
種に相当する。生品が日本に来た時代は不明であるが，江戸
時代の岩崎灌園著『本草圖譜』での『烏芋』について，記述
の文章はクログワイ，図はオオクログワイである（図 -5）。」
などと和漢の古典籍を引きながら論じた（牧野　1934）。「雑
草のよもやま -2（植調 49-8）」で示した原松次先生のオオク
ログワイのスケッチには「（1935 年）年 1 月　澁谷二幸にて」
とあるので，東京府立園藝學校在学中の原先生は牧野先生の
記事を読んでこれを購入したに違いないと思う。

筆者は，タイ，中国南部，台湾などでオオクログワイを見
る機会があった（図 -6）。日本でも所々で試作されたものの，
大きな産地にはなっていないようである。難防除雑草の筆頭
格であるクログワイにも効果を示す水稲用除草剤が実用化に
移されている日本では，水田に近接してこれに近縁なオオク
ログワイを栽培するのは困難かもしれない。

ショクヨウガヤツリとオオクログワイは，セリやオモダカ，
などと同様に雑草と作物の両面からヒトとつながる点で，カ
ヤツリグサ科を代表する植物といえよう。

図 -3　‌‌西アフリカガーナ共和国北部のTamale
市の市場で売られるショクヨウガヤツ
リ塊茎の生品

図 -5　‌‌「記載はクログワイ（左），図はオオクログワイ
（右）」とされる，岩崎灌園著「本草圖譜巻76」
のページ（国会図書館デジタルコレクションから）
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図 -6　‌‌海外で出会ったオオクログワイ（A: タイ王国北
部Chiang‌Mai 市の市場・1993 年，B: 台湾台
北市の八百屋・2008 年，C: 刻んだ塊茎の入っ
た缶飲料，中国桂林市・1992年）
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図 -2　‌‌多様なサイズのショクヨウガヤツリの塊茎（A:エジプト，Tanta市での市販品，上・
乾燥品，下・生品，B:アフリカの国々へ農業調査に出張した方から提供された市販の
乾燥品，C:福岡県筑後市で水田条件下で形成された雑草系統の生品，スケール：2cm）
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図 -4　‌‌「タイガーナッツ」の名
で店先に並ぶようになっ
た輸入品のショクヨウガ
ヤツリ塊茎
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■協会だより
■‌‌植物調節剤の開発事業に係わる試験研究課題の募集
　当協会では，植物調節剤の有効利用及び作物・雑草の生
理・生態の解明を目的とした共同研究の一環として，大学，国
立研究開発法人，都道府県の試験研究機関に試験研究を委
託しています。
　平成30年度「植物調節剤の研究開発事業に係わる試験研
究課題」は，以下の要領で募集します。
1.	対象試験研究課題
	 除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の生理・
生態の解明に関わる課題とする。
2.	対象者
	 都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，民間企
業等関係者とする。
3.	期間
	 原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。
4.	試験研究費
	 原則として1課題当たり100万円（税込み）を上限とする。
5.	応募方法
	 当協会理事長宛に申し込み文書及び試験研究実施計画書
を提出する。
6.	審査方法
	 書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング審査
を実施する場合もある。
7.	成果の報告
	 試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に提
出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。
8.	申込み期限
　平成30年3月末日
9.	宛先：総務部　企画課　村岡哲郎
	 〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6
	 TEL　03-3832-4188　FAX　03-3833-1807
	 E-mail：muraoka@japr.or.jp
	 必要書類　申し込み文書，試験研究実施計画書

■研究会等
■第13回除草剤抵抗性雑草研究会「外来雑草の侵入と防除」
　日時：平成30年2月3日（土）13:00～18:00
　場所：京都大学北部構内農学生命科学研究棟1Fセミナー室
　講演内容：
　　農耕地における難防除外来雑草の侵入・分布拡大メカニズム
　　　黒川　俊二（農研機構		中央農業研究センター）
　　都市河川におけるアブラナ属植物の分布と生態
　　　中山祐一郎（大阪府立大学	人間社会システム科学研究科）
　　		輸入穀物に混入する除草剤抵抗性ライグラスの港における

定着状況
　　　下野　嘉子（京都大学		農学研究科）
　　除草剤を用いた外来雑草の防除について
　　　村岡　哲郎（日本植物調節剤研究協会）
　　総合討論，まとめ
　参加申込み：	冨永　達（京都大学		農学研究科）
	 	 tominaga@kais.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　参加費は無料です。
　		※研究会は日本雑草学会の補助を受け開催しますが，日本雑
草学会会員以外の方の参加も歓迎します。
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